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法規を2ヶ月で「25点取る」方法 
 

本当に、２ヶ月で法規25点が取れるのだろうか？ 

法規の過去問20年（H7～H26）の2,470選択肢を分析した結果、１回だけ出題された法文の確率は、（136/2,126）×100＝6.4％であった（検討対象とな

らない融合問題を除く）。逆の言い方をすると、各項目別の20年間で見ると93.6％の法文が繰り返し出題されているとなる。この確率であれば、過去問

20年だけに集中した学習法で、法規25点が取れると判断している（毎年、初出題の問題も若干あるが、それは４択での消去法で対処可能）。法規は、

30点あり、また他の科目より点数が取りやすい（学科Ⅰは最近作品問題が多く点数が上がり難い等）。 

⇒当初、本件は、「28点取る」としたが、会員から25～26点は取れるが28点は厳しい意見があり、現在「25点取る」へ変更した。 

 

そこで、この過去問20年の問題を、どのように学習すれば、２ヶ月という短期間に法規25点が取れるのか？ということを追求してみた。その結果、下記３

つの学習法（（1）流し読み学習法、（2）目で見る過去問20年の学習法、（3）数秒で引ける法令集）により、法規は２ヶ月で25点取れると想定した（図１参

照）。 

図１ ２ヶ月で法規25点を取るための３つの対策 

 

（1）全体の把握 （＝流し読み学習法） 
 

どのような学習でも、最初に流し読みにより全体を把握してから、じっくり学習するとスピーディに理解できて記憶に残りやすい。法規を２ヶ月で25点取る

目的に対して、下記３種類の資料を用意した。 

 ① 項目別一覧表 ・・・過去問20の問題を項目別に振分けたもので、どの問題が何問目にどのくらい出題されたかが分かる（図２参照）。 

 ② 出題法文一覧表 ・・・過去問20年の選択肢問題を該当する法文別に振分けたもので、法文の出題確率や問題傾向が分かる（図３参照）。 

 ③ ポイント箇条書き一覧表 ・・・②の法文ごとの問題傾向「出題問題の傾向分析」を箇条書きに一覧表にしたもの（図４参照）。 

 

特に、③ポイント箇条書き一覧表は、過去問を正解肢に変更して箇条書きしたものであり、今まで学習したことを高速で記憶に残すことができる。従っ

て、最初の流し読みでも利用できるが、試験直前（前日も）の学習法としても有力である。この表は、全てが正解文であることから、熟読すると「正解文」

が記憶に残り、試験時に「間違文」を読んだときに、「違うのでは」と、直感的に感じるようになる（極論、法文を引かないでも解答できる）。 
 

図２ 項目別一覧表 

「項目分類」・・・24項目に分類 「出題年度」・・・最新の20年間 「出題数」・・・項目の出題数 「出題確率」・・・項目の出題確率 

この１枚の表から、過去問20年の法規問題 
 
全てについて、どの項目が、何問出題され 
 
その出題確率は何％かなどが分かる。 
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図３ 出題法文一覧表（上記は「用語」の例、全部で24項目あり） 

「法文と見出し」・・・出題法文 「出題年度」・・・出題選択肢番号 「出題数」・・・出題確率を数値化 「傾向分析」・・・問題の概要把握 

この１枚の表から、過去問20年の「用語」 
 
について、出題法文が一目瞭然で分かる。 
 
法文の選択肢問題での出題確率、その 
 
法文の出題傾向の概要が把握できる。 

図４ ポイント箇条書き一覧表 

「項目」・・・「１．用語」～「24．関連法融合」まで24項目 「出題問題の傾向分析」・・・図３の「傾向分析」と同じ内容（箇条書きにしたもの） 

法規の過去問20年について全ての問題の 
 
出題問題の傾向分析を箇条書きにしている。 
 
内容を把握しなくても良いので、まず、この 
 
箇条書きを流し読みしてから過去問学習に 
 
入ると、全体像が見えて理解度が早まる。 
 
 
※試験直前も毎日熟読することを推奨する。 



 

（3）フォロー学習法 
 

「出題問題一覧表」は、過去問20年分を比較検討するには良い資料である。しかし、解答欄のスペースが少なくて、十分な解説ができているとは言い

難い（１問題の解答が２行）。そこで、そのフォローとしての位置付けで、以下２つの資料を組込んだ。 

 ① 用語解説 ・・・用語などについて図や絵を多く盛り込んで分かり易く解説する。 ・・・適宜作成アップ中 

 ② 年度別問題解説 ・・・新試験制度となったH21から現在までの問題について詳細に解説する。 

※過去問はセンター使用許諾条件により問題の修正ができない。過去の問題では、現在の法基準に適合しない部分がある。そこで、③年度別問題解

説では、問題文の変更はしないが、詳細解説では最新の法文の適用と解説をすることとした。 

 

 

（4）数秒で引ける法令集の作り方 
 

法規の試験は、法令集を持ち込むことができる。 

この法令集では、タックインデックスとマーカーおよび目次、見出し、法令等の頁数の書き込みが認められている。研究会は、法規の問題が毎年同じ順

番で出題されていることに着目し、タックインデックスの貼り方を工夫することで、何も考えずに簡単に素早く法令集を引くことができる方法を提案してい

る（この方法は、研究会独自のタックインデックスの貼り方である）。 

以下、「タックインデックスの貼り方」と「マーカーの仕方」を解説する。 

ただし、「数秒で引く方法の応用編」と「法令集作成お手伝い」については、会員講座のみでの対応としている。 

 

（2）過去問20年の出題問題一覧表 （＝目で見る学習法） 
 

法規（H10～H29）までの過去問20年では、 （25問×5選択肢×11年）＋（30問×4選択肢×9年）＝2,455問 がある。 

この膨大な問題数を単純に繰り返し解くのは、効率の良い学習とは言い難い。 

そこで、2,455問を項目別に振分けて、一目で見れる「出題問題一覧表」にまとめた（図５参照）。 
 

２ヶ月で25点を取るためには、出題される法文が、どのような問題パターンで出ているのかなどを目で見ながら理解すると効果的がある。出題問題一覧

表は、１項目の過去問20年分がＡ３伴２枚程度（Ａ３伴１枚には10個の問題がある）となっているので、机の上に２枚並べると、20年全ての問題が見える。

この「見える」ということが非常に重要である。最初（１回目）の学習は、それなりに時間を要するが、２回目、３回目は、出題問題の変形パターンやヒッカ

ケなど目て見て違いが分かるようになる。研究会では、これを「目で見る学習法」と名付けた。これは、実際に行ってみると、かなり学習時間の短縮がで

きる。 
 
出題問題一覧表は、類似問題を色分けしている。この色分けを参考に、更に各自がマーカーや赤字入れなどすると、より把握し易い表となる。なお、研
究会の資料は、全てＰＤＦ化しているので、カラーコピーで打ち出すことができる。 

図５ 出題問題一覧表 


